
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

２
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
、ゴ
ー
ヤ
の
種

と
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
東
京
都
中
央
区
立
泰
明
小

学
校
５
年
生
有
志

福島市内で行われている住宅の
屋根の除染現場 年６月 日

　
２
０
１
１
年

、

月
に
南
ア
フ

リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
開
か
れ
た
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

回
締
約

国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

は
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
し
て
近
年
ま
れ
に
見

る
成
果
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
合
意
を
踏
ま
え
て

年
５

月
に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
か
れ
た
会

合
で
は
議
論
が
紛
糾
。
あ
ら
た
め

て
、
あ
ら
ゆ
る
国
・
地
域
が
慎
重
に

議
論
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

年
６
月

―

日
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
「
国
連
持

続
可
能
な
開
発
会
議

リ
オ
＋

」
が
開
か
れ
た
。

年
前
に
同

地
で
開
か
れ
た
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議

地
球
サ
ミ
ッ
ト

の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
の
提
案
を
受

け
て
行
わ
れ
た
。
「
グ
リ
ー
ン
経
済

は
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
上

で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
を

追
求
す
る
国
に
よ
る
共
通
の
取
り
組

み
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
」
な
ど
を

内
容
と
す
る
成
果
文
書
「
我
々
の
求

め
る
未
来
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
一
方
、
日
本
の
未
来
に
つ
い
て

は
、
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
方
針
を
示
す
政
府
の
「
革
新
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
が
８
月

末
に
決
ま
る
。
政
府
は
脱
原
子
力
発

電
依
存
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
を
両
立
し
つ
つ
、
産
業
活
動
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
新
た
な
成

長
戦
略
に
つ
な
げ
る
難
し
い
か
じ
取

り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
日
本
は

年
３
月

地球環境特集

「国連持続可能な開発会議」（リオ＋ ）
の閉幕式に出席した潘基文・国連事務総長

と議長国ブラジルのルセフ大統領（ブラ
ジル・リオデジャネイロ、ＡＦＰ 時事）

確実に進む未来づくり
日
本
で
世
界
で
…

２
２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み
３
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
４
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
５
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
６
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
総
論
・
バ
イ
オ
マ
ス
７
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
小
水
力
・
地
熱
８
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
風
力
９
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
太
陽
光
１
０
燃
料
電
池
１
１
エ
コ
カ
ー
１
２
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
１
３
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
１
４
除
染
・
災
害
廃
棄
物
処
理
１
５
使
用
済
み
製
品
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
・
都
市
資
源
開
発
１
６
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
実
／
容
器
包
装
・
食
品
他
１
７
大
学
の
研
究
室
か
ら
・
自
治
体
の
先
進
事
例
１
８
生
物
多
様
性
／
国
家
戦
略
・
事
業
者
の
取
り
組
み
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７月３１日 （火曜日）
　　　（ ）

２０１２年 平成２４年


